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2005 年 11 月 27 日 聖日礼拝 平石太朗牧師  

 

「平安・将来・希望を与えてくださる神」 

             エレミヤ 29：11-12   

 

『29:11 主は言われる、わたしがあなたがたに対していだいている計画はわたしが知ってい

る。それは災を与えようというのではなく、平安を与えようとするものであり、あなたが

たに将来を与え、希望を与えようとするものである。 

29:12 その時、あなたがたはわたしに呼ばわり、来て、わたしに祈る。わたしはあなたが

たの祈を聞く。』（口語訳） 

 

 

この教会に来てからもうすぐで３ヶ月になります。 

何人かの方から、どうして私はクリスチャンになったのか、またどうして牧師になったの

か、その証しをゆっくり聞きたい、と言われていましたので、今日はそういう私の証しを

たくさん含めてメッセージします。 

 

序： 

私は東京の文京区の小石川というところで育ちました。 

厳密に言えば千代田区の病院で生まれましたから千代田区生まれのの文京区育ちです。 

長い話を思いきり短くして話しますが、私は高校の頃、将来プロゴルファーになりたいと

思って、ある大学に入学し、ゴルフ部に入りました。 

その大学のゴルフ部は多くのプロゴルファーを輩出していましたが、私は実力が足りなく

て途中で挫折してしまいました。ゴルフ部をやめてしまいました。 

 

Ⅰ：救われた証し、人生の目的 

プロゴルファーになることに挫折した私は、大学に行き続けましたがしかし目的を失い、

これから何を目的に生きていけば良いのだろうかと思い、途方に暮れていました。 

それで、私はもともと本を読むのが好きだったので、いろいろな本を手当たり次第、たく

さん読みました。 

しかし、自分の人生の目的をみつけることはできませんでした。 

 

そして夜になると、一体どうして自分は存在しているのだろうかと、電気を消した真っ暗

な部屋の中で考え始めると、どうしようもない空しさを感じるようになりました。 

私は自分が、偶然に意味なく生まれ、意味のない人生に、必死で意味を持たせようともが

いているようにしか思えず、そんな自分がとても滑稽に見えました。 

「すべてのことは偶然であるのか」「何をやっても意味がなく、何を成し遂げても結局は意

味がないのか、それならば生きていても死んでも同じだ」という答えに行きつき、そのこ

とに鳥肌が立つくらいの恐怖を感じました。 

やがて学生生活の中で、失恋したり、友人とぶつかったり、前から関係が良くなかった父

との関係が最悪の状態になったり…、人を恨み、また自分の心の醜さ、汚さを知り、落ち

込んだり、イライラして、大酒を飲んだりして、生活がひどく荒れていきました。 

そして「生きることは暗く、死ぬこともまた暗い」という抜け道のない毎日を送るように

なってしまったんです。 
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しかし、今考えると、当時はとても辛かったですが、この挫折や苦しみ悩んだという経験

が、神様に心を向けるきっかけとなっています。 

ローマ8：28に、「神のご計画に従って召された人々のためには、神がすべてのことを働か

せて益としてくださる」（新改訳）、神は万事を益としてくださる、とあります。 

神はどんなマイナスもプラスに変えてくださるということです。 

今思うと、そのみことばの通りに、すべてのことを支配しておられる主は、すべてのこと

を働かせて、私を導いて下さっていたのだということがわかります。 

「主は言われる、わたしがあなたがたに対していだいている計画はわたしが知っている。

それは災を与えようというのではなく、平安を与えようとするものであり、あなたがたに

将来を与え、希望を与えようとするものである。」 

とエレミヤ書にありますが、まさにその通りでした。 

 

今日、ここにまだクリスチャンでない方がいるかもしれませんが、主は今日、あなたをこ

こに導いてくださいました。 

自分の足でここに来たと思っていらっしゃるかもしれませんが、主がすべてを支配し、す

べてをはたらかせてあなたがここにくることが出来るようにしてくださったのです。 

主はあなたに素晴らしい計画を持っておられます。主は必ずあなたに希望を与え将来を与

えてくださいます。ですから、主イエスさまを信じてください。 

 

私は、暗く辛い毎日を送っていたある日、大学２年生の時ですが、書店に入ると一冊の聖

書が目にとまりました。 

それを買って、マタイの福音書を読んでいくうちに「ああ、これは本物の神だ。イエスさ

まがこんなどうしようもない罪深い私の身代わりとなって十字架で死んでくださったのだ。

そして三日後にイエスさまは復活された。そして今、私を救おうと、私に働きかけて下さ

っている。」 

ということが、はっきりとわかってきました。 

その時に私はイエス様を信じました。 

するとその日は秋の肌寒い日だったのですが、私の心の中にとても暖かいものが流れ始め、

何だか生き返ったようになったのです。 

その時、イエス様は私を救ってくださったのです。 

その時、私は自分の部屋にいましたが、心が喜びであふれ、まわりを見渡すと、なんとま

わりのものがすべて輝いて見えました。 

聖霊様が私の心に入ってくださったのです。 

 

今もし、この中でまだクリスチャンでない方がいましたら、どうかイエスさまを救い主と

して信じてください。 

今は恵みの時、今こそ救いの日です。（２コリ 6：2） 

イエス様を信じる信仰によって救われます。 

たとえあなたが、過去にどんな大きな過ちを犯していたとしても、悔い改めてイエス様を

信じるならば、神はその罪を赦してくださいます。 

そして義と認めてくださいます（正しいと認めてくださいます）、神の子供としてください

ます、永遠のいのちをあたえ、天国に入る保証をあたえてくださいます。 

またこの地上においても豊かに祝福を注いで、聖霊を与えてくださいます。 

 

私はイエス様を信じた後、家の近くにあるバプテスト教会に行き、洗礼を受けるための学
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び会に出て、それから４ヶ月後のイースターの時に洗礼を受けました。 

それは今からもう約２０年前のことです。 

また、洗礼を受けるまでの間に、主は私に生きる目的も与えてくださいました。 

主は私に、牧師として神の栄光をあらわすために生きなさいと語ってくださり、その時に

私は神の御声に答え、献身し牧師になる決心をしました。 

面白いもので周りの人たちは、私が教会に初めて来た時に私を見て「この人は牧師になる」

と感じたそうです。 

私はイエス様を信じた時、生きる目的も与えられたのです。 

 

みなさん、時計は時刻を示すためにあり、洋服は着るためにあります。靴は履くためにあ

ります。そういったものは、究極的には、すべて人間のためにあるわけです。 

それと同じ様に、私たちひとりひとりは神のために存在し、そして神は、私たちひとりひ

とりに素晴らしい役割、重要な役割を与えておられます。 

神は私たちを目的をもってつくられました。 

みなさん、私たちひとりひとりには存在する目的、生きる目的があります。 

しかし、自分自身を見つめて、自分に問い掛けても、私たちは自分で自分を作ったわけで

はありませんから、自分が何のために作られたのかわからないのは当然です。 

神が私たちを目的をもって創ってくださったのですから、神に聞かなければわかりません。 

 

もしかしたら、この中に人生の目的などわかるはずがないと思って生きてきた方がおられ

るかもしれません。 

しかし、喜んでください。あなたを目的を持って創ってくださったお方、まことの神がお

られます。 

私たちそれぞれの目的は、このまことの神に聞かなければわかりません。 

すべてのものを創られた創造主である神に祈って尋ねれば、神は必ず教えてくださいます。 

みなさん、まず私たちはみな神を礼拝するために創られました。 

また私たちは、イエス様によって救われたその喜び、福音を、真の希望であるイエス様を

まだ救われていない人々に宣べ伝えてゆくようにイエス様ご自身から命令されています。 

 

みなさんの中に、クリスチャンであっても、まだ自分の人生の目的がわからないという方

がいるかもしれません。 

しかし、真剣に神に向かい、祈り、聖書を読み、また祈っていくならば、必ず主は教えて

くださいます。 

みなさんが、神から人生の目的を教えていただいて、生き生きと歩んでくださることを心

から願います。 

私たちは神の目的に生きるとき、真の満足が与えられます。 

私たちは、自己中心の生き方によってどんなに成功したとしても、そこに本物の満足はあ

りません。 

そのことを忘れてはいけません。 

私たちは神を礼拝するためにつくられました、そして私たちはイエス様のことを証しし、

神の栄光をあらわすためにつくられました。 

そのためには、いろいろなはたらきがあります。様々な働きがあります。 

私たちはキリストのからだの各器官です。それぞれがとても大切です。それぞれがとても

重要な尊い働きです。 

自分が何をすれば良いのかわからない方は、あなたを創ってくださった神にたずねてくだ
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さい、答えを求め続けてください、主は必ず答えてくださいます。 

私たちはいろいろな方法でイエス様のことを宣べ伝えることができます 

私たちは神のビジョンをいただいて歩もうではありませんか。 

 

年配の方も、自分は年を取ったから駄目だなどということはありません。 

聖書に出てくる人物の中にはかなり年を取ってから再出発をしている人物が何人もいます。 

アブラハムは７５歳からの再出発、ヤコブは９０歳を過ぎての再出発、モーセも８０歳を

越えてからの再出発でした。 

イザヤ40:30-31にこうあります。「年若い者も弱り、かつ疲れ、壮年の者も疲れはてて倒れ

る。しかし主を待ち望む者は新たなる力を得、わしのように翼をはって、のぼることがで

きる。走っても疲れることなく、歩いても弱ることはない。」 

信じる方はアーメンと言いましょう！ 

 

Ⅱ：聖霊体験 

さて次に、聖書の使徒行伝などに書かれている聖霊のバプテスマを私が受けた時のことに

ついてですが、 

私がイエス様を信じて救われた時に聖霊様が私のうちに入ってくださいましたが、その聖

霊さまに満たされ、聖霊に浸され、聖書に書かれている異言が出て来た時のことです。 

私が洗礼を受けた教会は、家の近くにあるバプテスト教会で、毎週日曜日にそこで礼拝し

ていました。 

 

やがて、私は、大学を卒業したら神学校にいこうと考え、アメリカのサンフランシスコに

ある、ゴールデン・ゲート・バプテスト神学校に見学に行きました。 

そこに滞在していた時、私はあるクリスチャンに誘われてカルバリーチャペルという教会

に行きました。 

その教会の扉を開けて中に入った時、私はびっくりしました。 

そこでは聖書の「使徒行伝」に書いてあることがそのまま起きていたのです。 

その教会に入ったとたんに、私は聖霊さまの働きを見たのです。 

それまで、聖霊について神学的なことを尐しは学んでいましたし、聞いていましたが、私

はその時聖霊の働きを見てショックを受けました。 

主の御霊、聖霊様が力強く自由に働いておられ、イエス様の御名によるいやしが行われ、

悪霊追い出しが行われていました。 

私は生きて働いておられる神の圧倒的な力を見たのです。 

そしてそこのクリスチャンは、みんな生き生きとしていました。 

みなさん、第１コリント4：20に、「神の国は言葉ではなく、力である。」とあります。 

 

そして私はそこでみんなに祈ってもらって、その時に聖霊のバプテスマを受けました。 

「使徒行伝」の１９章などを読むと、洗礼すなわちバプテスマには２つの種類があること

が書かれています。 

ひとつは、イエス様を信じた時に受ける水の洗礼（水によるバプテスマ）、そしてもうひと

つはイエス様ご自身が与えてくださる聖霊による洗礼、すなわち聖霊のバプテスマです。 

イエス様を信じ救われた時に、聖霊さまは私たちのうちに入ってくださいますが… 

その聖霊さまが私たちのうちに充満し、聖霊さまが心の奥底から満ち溢れ流れ出るように

イエス様に求めることはとても重要です。 
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聖霊に浸されるように祈ることはとても重要です。 

聖霊に浸され、聖霊に満たされると、異言が出てくるのですが、これを初めて体験するこ

と、それを聖霊のバプテスマといいいます。 

私はイエス様を信じてから、３年経って、初めてそれを経験をしました。 

私は、聖霊に満たされて、聖霊が私の内側からあふれ流れ出るような経験をした時、心に

大きな喜びが満ちあふれ、異言が口からでてきました。 

この異言が出ることそれが聖霊のバプテスマを受けたことの証拠です。 

それから私は霊の目が開かれていき、生き生きとした信仰を持つことができるようになっ

ていきました。 

 

私はこの聖霊のバプテスマの恵みを知らない教会やクリスチャンには、是非、この聖霊の

恵みを知っていただきたいと思っています。 

聖霊のバプテスマは霊の世界の入り口です。 

御霊に満たされて祈っていくことによって、霊の目がどんどん開かれていきます。 

そして伝道の情熱が増し加えられ、また愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠実、柔和、

自制という御霊の実が結ばれていきます。 

また癒しや奇跡が起こり、解放されていきます。霊を見分ける力や、預言も与えられます。 

 

みなさんの中でイエス様を信じている方で、まだ聖霊のバプテスマを受けていない方がい

ましたら… 

その方のためには、今金曜日にやっている学び会で近いうちに聖霊さまについての学びを

します。 

また、それ以外の時にもいつでも聖霊さまについてお教えいたしますし、私はいつでも聖

霊のバプテスマのための祈りをしますので、求めている方は私に声をかけてください。 

 

ルカ 11：19 に「求めなさいそうすれば与えられます」という有名なみ言葉がありますが、

実はこのみことばはまず第一義的には聖霊のことについて語られています。 

すなわち、求めれば聖霊に満たされるということです。求めれば必ず与えられます。 

みなさん、まったく罪のないイエスさまが私たちの罪の身代わりとなって十字架で死なれ

ました。 

イエス様は十字架に付けられる前に、最後の晩餐の直後に、ヨハネ16：7でこう語っていま

す。「しかし、わたしは真実を言います。わたしが去って行くことは、あなたがたにとって

益なのです。それは、もしわたしが去って行かなければ、助け主（聖霊）があなたがたの

ところに来ないからです。しかし、もし行けば、わたしは助け主（聖霊）をあなたがたの

ところに遣わします。」 

そしてイエス様は十字架で死なれましたが、三日後に復活され、天に昇られた後、ペンテ

コステの日になるとイエス様が約束した助け主聖霊さまがついに下ってきました。 

みなさん、今の時代、新約時代は、聖霊が注がれている聖霊の時代であり、聖霊さまは全

能の神ですから、聖霊なる神さまを大いに求めましょう。 

イエス様を信じる者は、聖霊さまに満たされることを求める必要があります。 

また聖霊のバプテスマを受けた後も、毎日祈って聖霊に満たされ続けることが必要です。 

重要なことは聖霊に満たされ続けることです。 

そのためには、クリスチャンはいつも絶えず祈ることが大切です。 

 

私はアメリカで聖霊のバプテスマを受けて、その後、日本に帰ってきて、自分の教会で、
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聖霊の素晴らしい働きについて話しました。 

しかし、残念なことにその教会は死んだような教会だったことに気付きました。しらけて

しまっているというか、ほとんどの人が聖霊さまを求めないそういう教会でした。 

また、信じられないことに、聖霊の力強い働きや奇跡は２０００年前の初代教会では起き

たが、現代はもう起きないのだという考えの人が多かったのです。 

そういう聖書解釈は大きな間違いです。 

実際、そういうしらけた否定的な雰囲気の中で、私は失望してしまい、だんだんと祈らな

くなりました。 

 

みなさん、教会における、霊的に死んだような雰囲気というのは、そこに集う人に大きな

影響を与えます。 

私は聖霊に満たされることを求めなくなり、異言で祈ることをしなくなりました。 

いやしとかキリストの御名による悪霊追い出しについてもまったく言わなくなりました。 

そして私の信仰はどんどん後退し、バックスライドしていきました。 

教会には毎週日曜日と水曜日に行っていましたが、喜びを感じることができず、名前だけ

のクリスチャンになっていきました。 

そして、お酒を飲み始めました。 

その教会の多くのクリスチャンはよく集まってはお酒を飲んで酔っ払っていましたので、

私も酔っ払うまで飲みました。 

やがて、私は未信者の時よりも、大酒を飲むようになり、酒におぼれるようになっていき

ました。 

 

聖書ははっきりと「酒に酔ってはいけません。…御霊に満たされなさい。」と（エペソ 5：

18）語っています。 

御霊に満たされるには祈らなければなりません。祈らないと、聖霊に満たされません。 

そして聖霊に満たされないと生きた信仰を持って歩んで行くことは困難です。 

祈って聖霊に働いていただかなければ、キリストに従うことは非常に難しいです。 

日本人はイエス様を信じて水の洗礼を受けても平均３年弱で教会を離れてしまう人が多い

という統計があります。 

それは、祈って聖霊を求めないからです。 

聖霊なしだったら３年もっただけでも、よくもったほうだと思います。 

多くの人がイエス様を信じて救われたにもかかわらず、残念なことにしばらくすると信仰

を捨ててしまうのです。 

それは聖霊さまを求めないからです。 

 

Ⅲ：失敗 

さて、そういうわけで、私はその当時、祈らなくなってしまい、聖書もあまり読まなくな

っていきました。 

また、実は私は、当時、自分の父親に大きな憤りを持っていました。 

私の父は真面目で、頭も良く、ゴルフもうまく、いろんな意味で尊敬できる人物でした。 

しかし、私は父から誉められたことがほとんどありませんでした。 

何をやっても厳しく叱られて、お前は駄目だ駄目だとばかり言われ、私はいつも萎縮して

いました。そして父親に対して苦々しい思いを持つようになっていきました。 

今思えば、父は心の中では私を誉めてくれていたけれども、それをうまく表現できなかっ

たのだとわかります。 
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しかし、当時は、何とか父親にほめてもらおう、喜んでもらおうと思い、やがて、なかな

か誉めてくれない父親に対して、父を見返してやろうと思うようになりました。 

それは苦々しい憤りになっていきました。 

私に向かって、いつも、駄目だ駄目だという父を赦せなくなっていきました。 

 

パウロは、エペソ4:26、27に 「怒ることがあっても、罪を犯してはならない。憤ったまま

で、日が暮れるようであってはならない。また、悪魔に機会（チャンス）を与えてはいけ

ない。」と書いています。 

怒るようなことがあった時、赦さない思いや苦々しい思いを持ち続けていると、それは罪

になってしまいます。 

そしてそれは悪魔悪霊にチャンスを与えることになってしまいます。 

みなさん、私たちが、人を赦すことは、実はまず自分のためになるのだということを忘れ

てはなりません。 

 

よくカラスが、ゴミ置き場の生ゴミを狙ってたかってきますね。 

それと同じように苦々しい思いや人を赦せない思いや、心の傷を持ち続けていると、そこ

に悪霊たちはたかってきます。 

そして、その人自身ををめちゃめちゃにしようとします。 

いくら悪霊追い出しをしても、心にそういうゴミがあると、しばらくすると悪霊たちはし

つこく、またやってきてたかってきます。 

ですから、イエスさまが言われた通り人を赦すことはとても重要であり、また、心の傷の

癒しをイエス様に求めることはとても重要です。 

根本治療が大切です。悪魔にえさを与えないためです。 

そのためには祈って、聖霊様の力で人を赦すことができるようにしていただくことが大切

です。 

自分の力で赦すことは難しいしできませんから、聖霊なる神さまに祈ってお願いして、聖

霊の力で赦すことができるようにしていただきましょう。 

 

話しを元に戻しますが、私はその当時、祈ることをせず、苦々しい思いを持ち続け、父親

に対して憤り、心の傷を放っておきました。 

父親は私がクリスチャンになったことや、牧師になるということも頭から馬鹿にしていま

した。 

やがて私は、神が私に与えてくださった人生の目的も忘れ、父に認められようとしてどう

したら良いか考え、学校を卒業した後、ある建設会社に入りました。 

今考えると、建設会社で働いたことは、牧師になる前に社会経験をしておくという意味で

は、とても大切な時期だったっと思います。 

しかし、当時、私の第一の動機は父親に認められるためでした。 

それで、新入社員研修の時に一生懸命研修を受けて、新入社員総代になって入社式の時に

答辞を述べて、一般の新聞に私のことが載りました。 

また、いわゆる超一流大学出身のクリスチャンの女性を見つけて、出会ってあっという間

に結婚したりしました。 

それはすべて父親に認められるためでした。 

 

それから３年くらい経って、これで父親も認めただろうと思って、会社を辞めて、アメリ

カのカルバリーチャペルという教会に行って牧師になるための学びを始めました。 
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しかし、その時、私は単純に純粋に、神の御国を広げるために牧師になって神のために働

くという思いがどこかにいってしまっていました。 

ただ、単に牧師になるということが目的になってしまい、何のために牧師になるのかを見

失っていました。 

言いかえれば、単に自分の自己実現のために牧師になるような思いになっていました。 

私は、人々を救いに導き、日本のリバイバルのために、神のビジョンの実現のために、牧

師として福音を宣べ伝えていくという本来の使命を忘れてしまったのです。 

神が与えてくださった召しや賜物も、神のためではなく自分の栄光のために利用しようと

していたのです。 

神のためにやっていると言っても、それは口先だけで、心の中では自分が人から評価され

ることばかり求めていたのです。 

私は自分のことを父に認めさせた後は、今度は人々からの評価ばかりを求めるようになっ

ていきました。 

神からどう見られているかという思いなど、どこかに消えてしまい、私は、神を恐れず、

とても高慢になっていました。 

クリスチャンでありながら神中心の生活とは程遠い自己中心的な生き方をしていました。

心は神のほうをぜんぜん向いておらず、神から悔い改めなさいと語られてもその御声を無

視し、高ぶっていました。 

みなさん、箴言16：18に「高ぶりは滅びにさきだち、誇る心は倒れにさきだつ。」とありま

す。 

 

やがて、私は当時の妻をまったくないがしろにし、彼女にひどい思いをさせ、彼女と争い

が絶えなくなりました。 

そして彼女は、傷つき、私を置いて日本に帰っていきました。 

 

みなさん、主は私たちをご覧になって、私たちの心に目に余る問題がある時、初めは聖霊

さまによって私たちを悔い改めに導き、聖霊によって私たちを変えようとされます。 

ですから、私たちは聖霊さまによって罪を示されたら、すぐに罪を告白して心から悔い改

めたほうが絶対に良いです。主は赦し、助けてくださるのですから。 

しかし、悔い改める事をせず、主を無視し続けるならば、主は私たちに鉄槌（てっつい）

を下すことがあります。 

それによって私たちを砕きます。そして私たちをへりくだらせ、主にすがるようにさせ、

聖霊を求めるようにさせ、そうやって私たちを変えてくださいます。 

しかし、それでも変わらない時には、主は私たちを放っておかれることがあります。 

「あなたのしたいように、好き勝手にやりなさい」と言われることがあります。 

それは主の臨在の感じられない生活、聖霊様が去ってしまったような状態、祝福のない状

態です。 

１テサロニケ5：19に「御霊（聖霊）を消してはいけない。」と書かれていますが、そう書

かれているということは、聖霊さまが私たちのうちから消えてしまうような状況もあり得

るということです。 

大変、恐ろしいことです。 

 

愚かだった私はこれを経験することになったのです。 

しかも、私はこの間、日曜日に教会を休んだことはほとんどありません。 

それなのに、そんな状態になってしまったのです。 
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ですから、いくら１０年以上毎週日曜日、教会を休まなかったとしても、霊とまこととを

もって、心から神を礼拝しないならばあまり意味はないということです。 

みなさん、みなさんは、毎週の礼拝、心から神を礼拝しているでしょうか。 

 

私は、彼女がアメリカを去ってしまったので、私も日本に帰りました。 

しかし以前のような関係をどうしても回復することが出来ず、傷ついた彼女から離婚を強

く求められ、離婚することになりました。 

私は自分が犯した罪の重大さに気づいた時には、何もかも失っていました。 

お金もほとんどなくなり、自宅に戻ろうとしたら父から家を出て行けと言われました。 

それから私は１年くらい、まさに死んだような、その日暮らしの毎日を送りました。 

聖霊さまが消えてしまったような、神の臨在のない生活を送りました。 

夜眠っていると、神の臨在ではなくて、悪霊の臨在が迫ってきて、毎日のように金縛りに

あいました。 

 

みなさん、高ぶりの罪は恐ろしいです。「高ぶりは滅びにさきだち、誇る心は倒れにさきだ

つ。」とある通りです。（箴言16：18）。 

また、ヤコブ1：15には「欲がはらんで罪を生み、罪が熟して死を生み出す。」とあります。 

さらにガラテヤ6：7- 8には、「まちがってはいけない、神は侮られるようなかたではない。

人は自分のまいたものを、刈り取ることになる。 

すなわち、自分の肉にまく者は、肉から滅びを刈り取り、霊にまく者は、霊から永遠のい

のちを刈り取る」と書いてあります。 

私は、死んだような毎日を過ごすことになりました。 

頭も尐しノイローゼというか、おかしくなっていたと思います。 

しかし、そういう状況の中で、私は砕かれ、罪を心から悔い改め、神にすがるようになっ

ていきました。 

みなさん、第１ペテロ 5：5 に「神は高ぶる者をしりぞけ（敵対し）、へりくだる者に恵み

を賜う（与える）」お方です。と記されています。 

 

やがて私は聖霊の働きを大切にする教会に導かれ、そこで礼拝するようになりました。 

そして、主はあのエレミヤ書のみことばを私に語ってくださいました。 

「主は言われる、わたしがあなたがたに対していだいている計画はわたしが知っている。

それは災を与えようというのではなく、平安を与えようとするものであり、あなたがたに

将来を与え、希望を与えようとするものである。 

その時、あなたがたはわたしに呼ばわり、来て、わたしに祈る。わたしはあなたがたの祈

を聞く。」 

 

それから１年くらい経って、私は尐しお金ができたので、再びアメリカに行きました。 

実は私はその時、「私は大失敗をしてしまったのだからもう日本にはいられない。 

不法滞在でも何でもいいからアメリカの田舎に住んで生きていこう、アメリカ合衆国がだ

めなら南米のどこかボリビアにでも隠れ住んで生きていこう」と考えていました。 

しかし、その時どうしても気になって、アメリカで以前お世話になったある牧師のところ

に行ったのです。 

するとその牧師が私の顔を見ると近づいてきて突然、ローマ11:29のみことば、「神の賜物

と召しとは、変えられることがない。」と語り、だからあなたは日本に帰って牧師になり、

福音を宣べ伝え、神の栄光をあらわしなさい。安心して行きなさい。と言ったのです。 
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それは明らかに神からの預言でした。 

以前、神は私の状態を見てまだ実際に牧師になるには早すぎるので、私はストップをかけ

られました。 

しかし今度は、私は憔悴（しょうすい）して死んだようになっていたのですが、はっきり

と神から牧師としてやっていけ、安心して行きなさいと言われたのです。 

まさに、神は死人を生きかえらせるお方です。 

私はびっくりしました。そして神に励まされて日本に帰ってきました。 

 

Ⅳ：回復 

日本に帰ってきた後、私は主に心を向けて生活するようになり、私の信仰も回復していき

ました。 

そして今の妻と出会いました。彼女は小さい頃からアッセンブリーの教会で育ってきたク

リスチャンです。 

彼女と親しくなったある日、私の誕生日に彼女はエレミヤ書のみことばを私にくれました。 

それはエレミヤ31：3- 4ですが、「わたしは限りなき愛をもってあなたを愛している。それ

ゆえ、わたしは絶えずあなたに／真実をつくしてきた。…再びわたしはあなたを建てる、

あなたは建てられる。あなたは再び鼓（つづみ）をもって身を飾り、出て行って、喜び楽

しむ者と共に踊る。」というみことばをくれました。 

そして、彼女とだんだんと交際するようになりました。 

 

家内は以前、主から「あなたは牧師になる人と結婚し、牧会の働きを助けるようになる」。

と言われたことがあったそうです。 

家内はその相手は私だとわかったのでと言って結婚を決心してくれました。そして私たち

は結婚しました。 

 

しかし、結婚した後、家内は私が何かに縛られていることに気づきました。 

私はあるとき、家内に指を刺されて、悪霊よ出て行けイエスの御名によって命じる、と悪

霊追い出しをされたこともありました。 

そして、ついにほとんど無理やりに小岩教会の吉山牧師のところに連れて行かれました。 

そして、吉山先生に祈って頂いている時に、私は父親を赦していないことが聖霊によって

はっきりと示され、私はそれを罪として認め悔い改めました。 

そして、「私の父親を赦します。そして愛します」と告白することが出来たのです。 

すると大きな解放が与えられました。 

私を縛っていた悪しき霊が消えてなくなり、私は解放されました。 

また私はこの時に「親替え」をしたのです。肉の父親を尊敬することは勿論大切ですが、

天の父なる神様が私の本当の父親になったのです。 

そして、天の父は私のことを最初から愛し認めていてくださっていたことに気づきました。 

そして、吉山先生は私が牧師としてしっかりとやっていくことが出来るように祈ってくだ

さいました。 

その後、私と父の関係はとても良くなっていきました。父は近いうちに必ず救われると信

じています。 

 

吉山先生のところに行ったのは１９９９年のことでしたが、その頃、小岩教会でスミスト

ン聖会という集会があり、吉山先生に誘われ私はそれに参加しました。 

それはアメリカのスミストンという小さな町にある教会に大きなリバイバルが起きて、そ
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この教会の牧師やスタッフが日本に来て、小岩に来て聖会を開いてくださったのですが… 

その時にスティーブ・グレイ牧師に祈っていただいたら、聖霊さまが私に激しく臨んでく

ださり、私はその場に倒れてしまいました。 

そしてそれ以降、私は聖霊の力によって内側からまったく変えられていきました。 

そしてよく祈るようになっていきました。 

 

しばらくすると、主が私を神学校に行くように道を開いてくださいました。 

そして神学校で学び、また学びながら、アッセンブリーの牧師のいない教会で毎週礼拝の

奉仕をしたり… 

力不足で足らないところもいろいろありましたし、失敗や悪霊の邪魔もありましたが、そ

れでも主が私をどんどん変えてくださって、主の働きのために使ってくださいました。 

それは、私の心がどういう状況でも主に向かっていたからです。 

そして神学校を卒業した後は、単立の教会を始めました。 

 

ある人のために祈っていたら、その人が急に震え出して聖霊のバプテスマを受けたり、 

イエス様の御名によって癒しを命じたらガンの人がいやされたり、うつ病の人がいやされ

たり、痴呆症の人もいやされて病院を退院することが出来たり… 

人々が癒されたり解放されたり、悪霊が出て行くのを見て、実は私自身がとてもびっくり

していました。 

みことばに、しるしと不思議が伴ったのです。 

勿論、癒してくださったのは私ではなく、イエス様です。 

主が私を通り良き管として、イエスさまが人々を解放し、いやしてくださったのです。 

ですから、私は主をほめたたえます。 

 

そして、私たちはしばらくの間、ちょっとのんびりと平日礼拝を行い、千葉の野田で開拓

教会をやる準備をしていこうと決めました。 

それで、日曜日は尊敬する吉山先生がいる小岩教会で礼拝させて頂いていろいろ学ばせて

いただこう、と思って吉山先生に連絡しました。 

そうしたら、吉山先生は歓迎してくださり、それどころか「私が日曜日に地方に出張する

時は、時々、平石先生に説教の奉仕をお願いします」と言ってきたんです。 

私は、「さすが大きな教会の牧師ともなると社交辞令がうまいな」、くらいにしか受け取っ

ていませんでした。 

それで、私はその頃のんきに台湾旅行に行って、帰ってきたら、吉山先生から「それでは、

さっそく、来月の聖日礼拝でメッセージしてください」と言われ、びっくりしました。 

主は、私をそんなのんびりと休ませてはくれません。吉山先生も、私をのんびりとさせて

はくれません。 

献身者は奉仕しながら学びなさいということです。 

 

それで、私はそれまで多くても３０人くらいの前でしかメッセージをしたことがありませ

んでしたから、小岩教会はとても大きな教会ですから「えらいことになってしまった」と

あせりました。 

今だから言えますが、小岩教会は海千山千の信仰暦何十年の信仰者が集まっているところ

です。 

それまで私はメッセージのために断食して祈ったことはありませんでしたが、その時は３

日間断食して祈ってから、講壇に立ちました。 
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そして、初めて小岩の講壇に立たせていただいてメッセージした時には、２階席まである

大きな教会ですから、人数も多くて、さすがに緊張しました。 

でも私は、「イエス様、私ではなくあなたの出番です」と言って、主の栄光のためにメッセ

ージしました。 

すると主のあわれみによって、メッセージを大胆に語ることができ、聖霊さまが力強く働

いてくださいました。 

 

そして今はみなさんの前にこのようにして、主の導きによって、ここに遣わされました。 

みなさん、私がここに遣わされたのは主がリバイバルをこの教会に与えるためです。 

 

結び： 主は素晴らしい将来を与えてくださる 

私がもっとも、大切にしていること、それは祈りです。 

何をするにしても祈りが最も重要です。 

最初に読んだみことば、エレミヤ29：12ですが「その時、あなたがたはわたしに呼ばわり、

来て、わたしに祈る。わたしはあなたがたの祈を聞く。」とあります。 

呼ばわるとは叫ぶということです。ですから、みなさん、私たちは、祈って神を叫び求め

祈り続けましょう。 

みなさん、神さまの働きかけは、あなたの過去の問題によって制限されることがありませ

ん。 

神はモーセという殺人を犯した者を砕いて変えて、素晴らしい指導者にしました。またギ

デオンという臆病者を勇者にしました。 

 

今、皆さんの中にいろいろな問題を抱えていたり、いきずまっている方がいるかもしれま

せん。あるいは病気で苦しんでいる方もいるかもしれません。 

しかし、主は語っておられます「主は言われる、わたしがあなたがたに対していだいてい

る計画はわたしが知っている。それは災を与えようというのではなく、平安を与えようと

するものであり、あなたがたに将来を与え、希望を与えようとするものである。 

その時、あなたがたはわたしに呼ばわり、来て、わたしに祈る。わたしはあなたがたの祈

を聞く。」 

みなさん、主に祈り求めて行くならば、主が私たちの問題を解決してくださり、いやして

くださり、解放を与えてくださいます。 

それは主の御心です。ですから、あきらめてはいけません。 

主はあなたに素晴らしい将来をくださいます。 

主を信頼し、主を叫び求め祈りつづけましょう。主は必ず応えてくださいます。 

 

またこの教会は必ず主のリバイバルが与えられる教会です。 

私がここに遣わされたのは主がリバイバルをこの教会に与えるためです。 

みなさん、主は、私たちの願っていること思っていることをはるかに超えてすごい恵みを

豊かに与えてくださるお方です。信じる方はアーメンと言いましょう。 

 

それでは、しばらく一緒にお祈りしましょう。 

 

＜祈り＞ 


